
Japanese Society of Radiological Technology (JSRT)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Radiologioal 　Teohnology 　（JSRT ｝

392 2000年 4 月

鷄鱒
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胴 硼 現在、単相霓源 を用 い た X 線装置 に は 単相 2 ヒ
’・−t

ク 形 X 線装置 （以 下 単 相 装置） お よ び イ ン バ ータ 式 X
線装置 （以下イ ン バ ー

タ式装置） が あ る。こ れ ら X 線装置 の X 線出力差 は 電源、装置の 種 類、リプ ル 百 分率、高

竃 圧 ケーブル の 長 さ、X 線管 の 種類、固有 ろ過 な どに よ り大 き く異なる。今回、同
．一一

の 単相電源、高電 圧 ケ ーブ

ル 、X 線管な どを 用 い た 単相装置 とイ ン バ ー
タ式装置 の 高電圧 特 性 と X 線出力 の 関係 に つ い て 検討 し た。

【方瀰 同
一

の 単相電源 及 び X 線 源 装 置 を 用 い た 単相 2ピー
ク 形

X 線装置 とイ ン バ ータ式 装置 （共振形，最高周 波数 50kHz ） に 管

電圧 ・管電流計、蛍 光 量計、線量 計、デ ィ ジ タ ル メ モ リなどを接

続 、配鍔 （Fig．1 ）し、管竃圧、管電流、撮影時間 の 精度 、　 X 線 出

力 の 再 現性 の 測定及 び 写真効果 の 比較、高竃圧 波形、短時間特 性

の 解析 な ど を行 い 、比 較検 討 した。
1結果

・考察lTable　1は 両装置 の 管電圧 60〜120 　kV、管電 流 100
〜500mA （400）に お け る管電 圧 、管電流、撮影時間の 誤差及 び X

線出力 の 再現性 （変動係数）を示 す 。 両 装置 と もJIS規格 は十分 に

満た して い る が、イ ン バ L−一
タ式装置 で は、よ り高精度 の 制御 が 行

われ て お り精度、再 現性 と も優 れ て い た。単相装置 の 撮影時間 は u
最 短 1パ ル ス （lems）まで 誤 差 は な か っ た。凹 g．2 は 高電 圧 波形 （

1・… ）の 蠍 で あ ・・イ ・ バ ー
タ式装置囎 紐 の 立ち上 が り県

立 ち下 が り時間は 短 く、ほ とん ど定電圧 の 波形 で あ る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 リプ ル 百

分率 は 1．1〜6．1％程度 で あ り、軽負荷 （IOOm4）側 で や や 大 きい 。
こ れ は

．
般 的 な 共 振 形 の 特 徴 で 、軽負荷 ほ ど イ ン バ ー

タ 周 波数が

低 くな るた め で あ る。管 竃 圧 100kV に お い て イ ン バ ータ 周波数 は

33kHz（500　mA ）
〜6．3kHz （100　mh）程度 で あ っ た。単相装置 の 管電

圧 波形 は 正 弦波状 で あ り、X 線出力 は イ ン バ ー
タ装置 の 1／2程度

と なる。Fig．3に ⊥OOkV，20emAの 短時間特性 を 示 す。両装置 とも短

時 間 側 ま で ほ ぼ よ い 直線性 を示 す。単相装置 は撮影時間に 誤 差 が

な け れ ば最短時 間 1パ ル ス （10ms）ま で 直線性 は優れ て い る が、1パ

ル ス 毎 の 制御 の ため 、よ り細 か い 撮影時 間 の 設 定 は 不 可 能で あ

る 。 イ ン バ ータ 式 装置 は最短2．5ms ま で ほ ぼ よ い 直線性 を 示 す

が、soemAの 場合 は管電 圧 の 立 ち 下が り時闇が 早 くな る た め、短

時 間側 で 直線性 は 低 トす る 傾向に な る 。 ま た 両装置 の 写 真効果 の

比 較 で は、イ ン バ
ー

タ 式 装置 は 単相装置 に 比 較 し、写 真効果 （ア

クリル 10c血透過後）は 2．69〜1．87倍 と な っ た。単相装罷 とイ ン バ

ータ 式 装置 で は理論的 に は 2 倍程度 の X 線 出力 差 が あ る と され て

い る。しか し、実際 は 電源 を始めとす る様 々 な条件 の 相違 に よ

り、装置間 の ば ら っ きが多くみ られ る。今回、こ れ らを同
一一

の 条
件 で 比 較す る こ と に よ り、ほ ぼ理 論 どお りの X 線出力差 とな る こ

と を検 証 した。
［結語 1 単相竃 源 を 用 い た X 線装置 で は 、す べ て を 同

．
の 条 件 で

比 較すればイ ン バ ー
タ式装置 は単相装置 の 約 2倍 の X 線出力 が 得

られ る。ま た 精度、再現性 、被曝線量 の 点 で もイ ン バ ータ 式 装置

の 有 用 性 が 確認 され た 。
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